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外環の2

練震
唇
都
市
計
画
廃
止
求
め
る

地
下
に
造
ら
れ
る
東
京
外
か
く
環
状
道
路

（
外
環
道
）
の
世

田
谷
―
練
馬
間
の
地
上
部
道
路
と
し
て
都
が
計
画
す
る
都
市
計

画
道
路

「外
環
の
２
」
に
つ
い
て
、
建
設
に
反
対
す
る
練
馬
区

民
ら
が
二
十
七
日
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
、
都
市
計
画

の
廃
止
を
求
め
る
異
議
申
立
書
を
都
に
提
出
し
た
。

（
杉
戸
祐
子
）

都
「対
象
に
な
る
か
検
討
」

提
出
し
た
の
は
、
練
馬
区
民

ら
で
つ
く
る

「と
め
よ
う

『外

環
の
２
』
ね
り
ま
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
ら
四
百
二
十
八
人
。
都

に
よ
る
と
、
こ
の
ほ
か
郵
送
な

ど
で
四
十
九
通
が
提
出
さ
れ

た
。申
立
書
に
よ
る
と
、
外
環
の

２
の
う
ち
、
都
が
昨
年
十
一
月

に
幅
員
を
四
十
厨
か
ら
二
十
二

厨
に
変
更
し
た
練
馬
区
間
三

ロ
キ

の
都
市
計
画
変
更
決
定
の
取
り

消
し
と
、
都
市
計
画
そ
の
も
の

の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。

外
環
の
２
は
高
架
で
計
画
さ

れ
た
外
環
道
の
下
を
通
る
は
ず

だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
ね
り
ま
の

会
の
事
務
局
長
で
用
地
近
く
に

住
む
村
山
敦
子
さ
ん

後
９
は

「
外
環
道
の
計
画
が
地
下
化
さ

れ

た

時

点

で
廃

止

す

べ
き

も

の
」
と
主
張
。
　
天
つ
あ
る
閑
静

な
住
環
境
を
壊
し
て
住
民
に
立

ち

退

き

や

移

転

を

強

要

す

る

計

画

は

お

か

し

い
」

と

訴

え

た
。都

法
務
課
は

「
都
市
計
画
変

更
決
定
の
告
示
が
行
政
不
服
審

査
法
上
の
異
議
申
し
立

て
の
対

象
に
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

外
環
の
２
は
世

田
谷
区
北
鳥

山

―
練

馬

区
東

大

泉

間

の
九

ロ
キ
ｏ　
一
九
六
六
年
に
高
架
の
外

環
道

の
下
に
幅

四
十
房
の
道
路

と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
外
環
道

は

二
〇
〇
七
年
の
都
市
計
画
の

変
更
で
地
下
化
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
が
、
地
上
部
の
外
環
の

２
の
計
画
は
残

っ
た
。

立
て
を
都
に
提
出
し
た
。
住
民

側
が
都
庁
で
記
者
会
見
し
、
発

表
し
た
。

「外
環
ノ
２
」
は
外
環
道
が

高
架
で
計
画
さ
れ
て
い
た
１
９

６
６
年
、
高
架
下
沿
い
に
都
市

計
画
決
定
さ
れ
た
街
路
。
し
か

し
、
外
環
道
は
２
０
０
７
年
に

地
下
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
住

民
側
は

「
『外
環
ノ
２
』
は
外

環
道
が
地
下
化
さ
れ
た
時
点
で

廃
止
す
べ
き

、
不
要
な
道
路

だ
」
な
ど
と
訴
え
た
。

都
は
昨
年
１１
月
、

「外
環
ノ

２
」
の
練
馬
区
内
の
２

●
８
ざ

区
間
に
つ
い
て
、
幅
を
約
４０
研

か
ら
約
２２
研
に
変
更
。
住
民
側

は
こ
の
都
市
計
画
変
更
決
定
を

機
に
、
異
議
を
申
し
立
て
た
。

「外
環
ノ
２
」
を
め
ぐ

っ
て

は
、
杉
並
区
善
福
寺
２
丁
目
の

約
３
０
０
研
区
間
に
つ
い
て
、

立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
住
民
１
２
１
人
も
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
き
、
都
に
計

画
の
廃
上
を
提
案
し

て
い
る
。

（上
沢
博
之
）


